






































していった。 「文書」類、 「書簡」 、 「物品」など、あまりに多様であるこれら史資料群を、筆者は仮に「有賀コレクション」と名づけている。　
二〇一五年春、筆者は立教小学校を訪問した。第一の










































































































































































































































































































































































































































































主体が立教大学学芸員課程であったこと、そして博物館法の実習として宮本馨太郎教授（立教大学文学部）の指導の下、調査が行われたことが判明した。その一方で、アイヌ民具の具体的な来歴については触れられておらず、また調査を行うに至った背景、経緯などについても記されていない。そのため、 「誰がなぜ、こうした調査を行おうと思ったのか」 、 「アイヌ民具の存在をい 、どのように知ったのか」といった点 どは不明 ままであった。　
一方、目録部のアイヌ語表記については特段誤りはみ





真（ネガ・ポジ）や、収蔵台帳のいずれも、 （現時点では）残っていないことであった。また資料に付与されていたはずの番号につ ても 半分以上が散逸しており、「実習記録」との照合作業が難しい状況に陥っていた。この点についてはアイヌ研究者に協力を仰ぎながら、出来るだけ早期に照合をすすめる必要が る。　
また、そもそもこうして調査されたアイヌ民具が、な






































































督教々育同盟の総会が開かれ、私も出席す可き一人であった。然し余りに実際面から見て利する所の小さい主の会合に出席するため、二三万の金が費やされる事を悔しく思い、アイヌの生活資料を得るために、それだけ 金を投じる事にして 会の方は欠席したのであった。小さな○政に苦しんでいる私には、そんな考え方も、し くてはならないのであるから、なさけないといえばそうかもしれない。そこで札幌郊外において福祉事業をやっ いる米沢君に尽力方を願ったのであった。その結果新冠辺のアイヌから貴重な資料が集っ き のであるが、長い伝道生活を終えて引退 ている老婦人の生活が余りに
－ 72 －













ヌ民具の買取について関心を抱いてい ようだ そのうえで札幌近郊の米沢氏に協力を仰いだ（ 「実習記録」にある米沢錦一氏とは、この米沢氏のことを指す可能性が
























































今後は、立教学院史の研究を担う資料センターが主導的に小学校と連携し、か 高度な専門性が求められるため、アイヌ研究者の協力を適時仰ぎなが 調査をすすめていく手順が重要となろう。こうした点を踏まえ、筆者は立教小学校と密接に協力・連携しながら、 「実習記録」と資料との照合作業をすすめている。註⑴
 
有賀千代吉関係資料の詳細については、拙稿「有賀千代吉関係史































































三年） 、仁多見巌訳編『ジョン・バチェラーの手紙』 （山本書店、一九六五年） 、掛川源一郎『バチラー八重子の生涯』 （北海道出版企画センター、一九八八） 。バチェラー八重子『若きウタリに』 （岩波書店 一九八九年） 、仁多見巌『異境の使徒―英人ジョン・バチラー伝 北海道新聞社、一九九一 ・飯田洋右訳編『わが人生 軌跡―ステップ・バイ・ザ・ウェイ』 （北海道出版企画センター、一九九三年） 、黒田格男・大島直行・古原敏弘・小川正人「資料紹介
  伊達市




















































































（ 「バチェラー八重子書簡（一） 」 〔立教小学校収蔵〕 ）
－ 77 －
図１　切伏文手甲（tekunpe）
図2　子負縄（pakkaitara）
